
１．調査対象　100事業所（有効回答数75社、回答率75％）

２．対象期間　2020年10～12月期実績 及び 2021年1～3月期の見通し

３．調査結果の概要

４．業種別項目別のDI値※（　 ）は見通し

20.0 ( △ 26.7 ) △ 38.5 ( △ 30.8 ) △ 87.5 ( △ 75.0 ) △ 57.1 ( △ 78.6 ) △ 28.0 ( △ 44.0 ) △ 32.0 ( △ 48.0 )

△ 26.7 ( △ 6.7 ) △ 23.1 ( △ 7.7 ) 0.0 ( △ 12.5 ) △ 14.3 ( △ 28.6 ) △ 16.0 ( △ 12.0 ) △ 17.3 ( △ 13.3 )

20.0 ( △ 33.3 ) △ 23.1 ( △ 30.8 ) △ 62.5 ( △ 50.0 ) △ 35.7 ( △ 71.4 ) △ 24.0 ( △ 36.0 ) △ 21.3 ( △ 42.7 )

26.7 ( △ 6.7 ) △ 23.1 ( △ 15.4 ) △ 25.0 ( △ 25.0 ) 0.0 ( △ 28.6 ) △ 12.0 ( △ 20.0 ) △ 5.3 ( △ 18.7 )

20.0 ( 6.7 ) △ 15.4 ( 0.0 ) △ 37.5 ( △ 12.5 ) △ 7.1 ( 0.0 ) △ 12.0 ( 4.0 ) △ 8.0 ( 1.3 )

△ 13.3 ( △ 40.0 ) △ 30.8 ( △ 46.2 ) △ 75.0 ( △ 62.5 ) △ 78.6 ( △ 71.4 ) △ 56.0 ( △ 52.0 ) △ 49.3 ( △ 53.3 )

５．業況DI値の推移

６．新型コロナウイルスの経営への影響

７．新型コロナウイルスに関連した支援策の利用状況
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製造業
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この調査は、新津商工会議所が秋葉区（新津地域）における企業の景況動向を把握するために全業種を対象に四半期毎に実施しています。

秋葉区（新津地域）における景況調査の結果概要（2020年10月～12月期）
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全業種とも業況DI値（好転の割合から悪化の割合を引いた値）は、マイナス圏内となっており、1～3月の先行きについてもマイナスの見通しと
なっている。建設業と製造業は、前回調査に比べると好転したが今後の見通しは悪化傾向を示している。

新型コロナウィルスの経営に与える影響については、悪影響が37%、今後悪影響が45%、合計で82%に上っており、地域経済へ多大なダメージ
を及ぼしている。国や県、市の新型コロナウィルス支援策の利用は、利用したが40%、今後利用するが21%、合計で61%となっている。

経営上の問題点については、多い順に「需要の停滞」「熟練技術者の確保難」「ニーズの変化」「人件費の増加」「設備の老朽化」、小売業と

サービス業では「需要の停滞」がもっとも多く、建設業では「熟練技術者の確保難」が多く散見された。
設備投資については、「OA機器」「車両運搬具」などであるが、全体に低調な状況となっている。


